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普
天
間
飛
行
場
の
返
還
合
意
は
、
一
九
九
六
年
四
月
、
当
時
の
橋
本

太
郎
首
相
が
、
ま
さ
に
心
血
を
注
い
で
成
し
遂
げ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
都
合
十
七
回
、
数
十
時
間
に
わ
た
っ
て
当
時
の
大
田
昌
秀
沖
縄
県
知
事
と
の
膝
詰
め
談
判
等

で
培
っ
た
沖
縄
と
の
深
い
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
菅
義
偉
首
相
と
沖
縄
と
の
関
係
に
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な

信
頼
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
よ
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

菅
首
相
は
今
、
首
相
と
沖
縄
県
、
沖
縄
県
民
と
の
間
に
信
頼
関
係
が
あ
る
と
思
う
か
。 

二 

菅
首
相
は
、
梶
山
静
六
氏
を
「
政
治
の
師
」
と
仰
い
で
い
る
と
聞
く
が
、
梶
山
氏
に
も
政
治
家
と
し
て
、
沖
縄
に
強
い
思

い
が
あ
っ
た
。 

 
 

そ
れ
に
比
し
、
菅
首
相
の
沖
縄
へ
の
向
き
合
い
方
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
梶
山
氏
を
師
と
仰
い
で
い
る
よ
う
に
は
見
え

ず
、
誠
意
と
い
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
先
の
施
政
方
針
演
説
で
も
、
首
相
は
「
沖
縄
の
皆
さ
ん
の
心
に
寄
り
添
い
」
と

述
べ
た
が
、
本
当
に
首
相
は
、
沖
縄
に
寄
り
添
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

三 

梶
山
氏
は
、
そ
の
著
書
で
「
日
米
安
保
の
効
果
的
運
用
の
た
め
に
は
、
沖
縄
県
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
県

民
不
在
の
日
米
安
保
は
あ
り
え
な
い
」
「
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
特
定
の
地
域
、
特
定
の
県
民
だ
け
が
国
益
の
た
め
に
負
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担
を
過
度
に
負
う
こ
と
は
、
民
主
主
義
の
原
理
に
違
背
し
、
や
が
て
は
そ
の
根
本
を
も
覆
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
述

べ
て
い
る
。
菅
首
相
は
、
こ
の
考
え
に
同
意
す
る
か
。 

四 

故
翁
長
前
沖
縄
県
知
事
は
、
当
時
の
菅
官
房
長
官
の
こ
と
を
、
沖
縄
占
領
時
に
「
沖
縄
の
自
治
は
神
話
に
過
ぎ
な
い
」
と

発
言
し
た
「
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
」
に
例
え
、
菅
官
房
長
官
と
は
じ
め
て
会
談
し
た
場
所
を
、
そ
の
弁
務
官
事
務
所

跡
の
ホ
テ
ル
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
事
実
を
菅
首
相
は
知
っ
て
い
た
か
。 

五 

菅
首
相
（
官
房
長
官
）
は
、
口
で
は
「
沖
縄
に
寄
り
添
う
」
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
実
は
、
露
骨
な
「
ア
メ
と
ム
チ
」
を

駆
使
し
、
沖
縄
を
壟
断
、
分
断
し
て
き
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

例
え
ば
、
沖
縄
振
興
予
算
の
額
を
二
〇
一
四
年
度
三
千
五
百
一
億
円
か
ら
二
〇
一
八
年
度
以
降
三
千
十
億
円
に
減
額
、
う

ち
自
由
度
の
高
い
一
括
交
付
金
も
、
二
〇
一
四
年
度
千
七
百
五
十
九
億
円
か
ら
二
〇
二
〇
年
度
千
十
四
億
円
に
減
額
し
て
い

る
。 

 
 

そ
の
一
方
で
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
二
〇
一
七
年
度
に
は
、
辺
野
古
周
辺
の
三
行
政
区
に
対
し
、
数
千
万
円
の
補
助
金
を

辺
野
古
移
設
反
対
派
の
名
護
市
長
を
飛
び
越
え
て
直
接
交
付
し
、
二
〇
一
八
年
の
市
長
選
で
移
設
賛
成
派
が
勝
つ
と
、
そ
の

交
付
を
停
止
す
る
と
同
時
に
、
米
軍
再
編
交
付
金
を
再
開
し
た
。
更
に
、
二
〇
一
九
年
度
に
は
、
県
の
頭
越
し
に
国
が
市
町
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村
に
直
接
交
付
す
る
「
沖
縄
振
興
特
定
事
業
推
進
費
（
二
〇
二
一
年
度
予
算
八
十
五
億
円
）
」
を
創
設
し
て
い
る
。 

 
 

こ
れ
ら
一
連
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
「
露
骨
な
「
ア
メ
と
ム
チ
」
で
沖
縄
を
壟
断
、
分
断
し
て

き
た
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
菅
首
相
の
見
解
如
何
。 

六 

菅
首
相
は
、
「
外
交
に
疎
い
」
と
批
判
さ
れ
て
、
「
す
べ
て
官
房
長
官
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
き
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
反

論
し
て
い
る
。
な
ら
ば
聞
く
が
、
安
倍
・
菅
政
権
で
、
米
国
に
対
し
、
一
度
で
も
「
辺
野
古
移
設
」
を
め
ぐ
る
沖
縄
の
思

い
、
移
設
へ
の
反
対
状
況
に
つ
い
て
、
米
国
大
統
領
に
説
明
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。
移
設
先
見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て
問

題
提
起
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。 

七 

菅
首
相
は
よ
く
、
普
天
間
飛
行
場
の
「
返
還
合
意
が
原
点
」
「
辺
野
古
が
唯
一
の
解
決
策
」
と
言
い
募
る
が
、
そ
の
当
事

者
の
一
人
で
あ
っ
た
私
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ
る
と
、
確
か
に
あ
の
当
時
は
、
沖
縄
県
内
へ
の
移
設
し
か
選
択
肢
が
な
か
っ

た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
九
九
六
年
当
時
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

そ
の
後
、
十
年
が
経
過
し
、
む
し
ろ
米
国
の
意
向
に
よ
り
、
在
沖
縄
海
兵
隊
を
約
八
千
人
（
後
に
約
九
千
人
）
削
減
し
、

グ
ア
ム
島
等
の
沖
縄
県
外
に
移
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
（
二
〇
〇
六
年
五
月
／
「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
）
。
一
九
九
六
年
当
時
も
、
「
海
兵
隊
の
削
減
」
が
沖
縄
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
望
だ
っ
た
が
、
さ
す
が
の
橋
本
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首
相
も
米
国
に
言
い
出
せ
な
か
っ
た
。 

 
 

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
能
力
の
向
上
に
伴
い
、
米
軍
内
に
、
海
兵
隊
を
沖
縄
の
よ
う
な
前
線
に
常
置

し
て
お
い
て
良
い
の
か
、
抑
止
力
や
反
撃
能
力
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
、
も
っ
と
後
方
（
例
え
ば
グ
ア
ム
）
に
配
備

し
た
方
が
戦
略
的
に
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
の
声
も
挙
が
り
始
め
た
と
聞
く
。 

 
 

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
時
の
流
れ
に
応
じ
て
、
東
ア
ジ
ア
を
巡
る
安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
在
沖
縄
海
兵
隊
の
戦
略
的
位
置

付
け
等
も
変
わ
り
う
る
。
一
度
、
沖
縄
の
苦
悩
を
含
む
、
辺
野
古
移
設
の
状
況
を
説
明
し
、
そ
の
見
直
し
を
米
国
に
提
起
し

た
ら
ど
う
か
。
首
相
が
「
原
点
」
と
位
置
づ
け
る
「
返
還
合
意
」
も
、
「
こ
ん
な
戦
略
的
要
衝
の
地
を
米
国
が
返
す
は
ず
が

な
い
」
と
反
対
す
る
外
交
当
局
を
押
し
切
っ
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
の
初
の
首
脳
会
談
で
橋
本
首
相
が
提
起
し
た
か
ら

こ
そ
成
っ
た
の
で
あ
る
。 

八 

ま
た
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
機
能
は
、
沖
縄
県
内
に
必
ず
し
も
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
も
な
い
。
安
全
保
障
や
軍
事
戦
略
上
、
海
兵
隊
の
即
応
能
力
や
機
動
性
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
県
外
移
設
で

も
十
分
に
そ
れ
が
担
保
さ
れ
う
る
場
合
が
あ
る
。 

 
 

海
兵
隊
の
運
用
は
、
「
教
育
・
訓
練
」
「
演
習
や
実
任
務
」
「
次
に
備
え
た
部
隊
再
編
成
・
教
育
」
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
に
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分
か
れ
、
実
際
、
在
沖
縄
海
兵
隊
も
、
こ
れ
ら
に
合
わ
せ
、
普
天
間
飛
行
場
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
本
土
、
太
平
洋
の
各

地
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
動
い
て
お
り
、
半
年
以
上
も
沖
縄
を
留
守
に
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。 

 
 

以
上
の
よ
う
に
、
一
般
論
で
言
え
ば
、
必
ず
し
も
県
内
に
代
替
機
能
を
置
か
な
く
て
も
、
海
兵
隊
の
抑
止
力
は
維
持
で
き

る
と
考
え
て
良
い
か
。 

九 

日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
（
日
米
「
２
プ
ラ
ス
２
」
）
共
同
発
表
（
二
〇
一
二
年
四
月
及
び
二
〇
一
三
年
十
月
）
に
よ

れ
ば
、
海
兵
隊
の
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
移
転
（
約
四
千
名
）
は
、
二
〇
二
〇
年
代
の
前
半
に
開
始
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

現
在
の
進
捗
状
況
如
何
。 

 

２ 

そ
の
移
転
に
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
「
司
令
部
」
は
含
ま
れ
る
の
か
。
含
ま
れ
な
い
な
ら
、
そ
の
変
更
理
由
如
何
。 

 

３ 

約
九
千
人
の
沖
縄
県
外
へ
の
移
転
が
完
了
し
た
後
に
、
沖
縄
に
残
留
す
る
海
兵
隊
は
何
名
か
。 

十 

辺
野
古
移
設
は
、
軟
弱
地
盤
の
発
見
で
、
総
工
費
は
従
来
の
二
・
七
倍
の
約
九
千
三
百
億
円
に
跳
ね
上
が
り
、
工
期
も
延

び
て
、
「
二
〇
二
二
年
以
降
」
と
さ
れ
て
い
た
移
設
時
期
も
「
早
く
て
も
二
〇
三
〇
年
代
半
ば
」
に
ず
れ
込
む
見
通
し
と
な

っ
て
い
る
。
一
時
、
米
国
と
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖
縄
に
お
け
る
施
設
及
び
区
域
に
関
す
る
特
別
行
動
委
員
会
）
最
終
報
告
（
一

九
九
六
年
十
二
月
）
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
海
上
施
設
案
（
将
来
的
な
基
地
の
撤
去
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
）
」
を
、
再



 

６ 

 

度
、
検
討
す
る
余
地
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


